
江戸川大学学生新聞
The Edogawa Times 取材／編集：学生記者クラブ

発行：江戸川大学企画総務課2016 年11 月21 日（月）
VOL.6 #16

　駒木祭初日の 11 月 2 日 ( 水 )、講演会「自治体

のメディア戦略」が開催された。講演会には、石川

県羽咋市の元スーパー公務員である高野誠鮮（た

かのじょうせん）さんと千葉県流山市メディアプ

ロモーション広報官の河尻和佳子（かわじりわか

こ）さんを講師として招き、自治体プロモーション

の限界を突破するのためのアイデアについて話をし

た。テレビなどで特集が組まれるほど活躍している

2人の講演会と聞いて、多くの来場者が詰めかけた。

（取材：池村美咲　撮影：溝邉奈菜）

メ
デ
ィ
ア

リ
リ
ー
ス
は

「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」

映
画
の
撮
影
場
所
誘
致
、
子
育
て
女
性
の
雇
用
創
出
な
ど
に
よ
り
流

山
市
の
良
さ
を
広
め
る
た
め
に
邁
進
し
て
い
る
河
尻
和
佳
子
さ
ん

　

こ
の
講
演
会
テ
ー
マ
は
、
地

域
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、「
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
や
機

能
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
。
地
域
や
課
題
が
異
な

れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
の
仕

方
や
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
や
施
策

も
異
な
る
。
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
議
論
を
深

め
た
。

　

高
野
さ
ん
は
、
１
９
６
５
年

か
ら
約
24
年
半
に
渡
っ
て
放
送

さ
れ
た
日
本
初
の
深
夜
の
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
番
組
『
11
Ｐ
Ｍ
』
の

構
成
作
家
を
経
て
、
自
治
体
職

員
に
。
過
疎
高
齢
化
が
進
ん
で

い
た
神
子
原
地
区
の
活
性
化
の

11月2日(水) 
 11:00～12:30 ＊開演10:30 
 B棟503教室 
 入場料無料 

【パネル展示】期間：11月2日（水）9:30 ～ 3日（木）15:00   
　　　　　　　場所：B棟503教室　教室内壁面＆廊下壁面 

講演会 2016年 第27回 江戸川学園 駒木祭 

TBSドラマ『ナポレオンの村』 
のモデルで、石川県羽咋市の元スーパー公務員、
『ローマ法王に米を食べさせた男』の著者、 

高野誠鮮さんと 

映画『百瀬、こっちを向いて。』 
（ロケ地・流山市）に連動し「恋届」を企画した、 
千葉県流山市メディアプロモーション広報官、 

河尻和佳子さん 
が経験から語る限界突破のための 

アイデア論 

マスコミ学科 

河尻和佳子（かわじりわかこ） 
民間企業で営業とマーケ
ティングを経験し、2009
年、流山市職員に。首都圏
で大反響を生んだ「母にな
るなら、流山市。」のPR広
告、映画「百瀬、こっちを
向いて。」のロケ地協力記
念で企画した「恋届」キャ
ンペーン、年間十数万人を
集客する「森のマルシェ」
の企画・運営などを手掛け
た。 

高野誠鮮（たかのじょうせん） 
石川県羽咋市生まれ。科学
ジャーナリスト。立正大学
客員教授。伝説のTV番組
11PMの構成作家を経て、
自治体職員に。宇宙科学博
物館コスモアイル羽咋の設
立を手がけ話題になる。ま
た過疎高齢化が進んでいた
神子原地区の活性化に着手。
ローマ法王に米を献上し、
神子原米のブランド化に成
功、農家収入の向上と限界
集落脱却を導いた。 

全7話。第１話（69
分）「この村に不可
能はない！ 消滅寸
前の限界集落でスー
パー公務員が奇跡の
村おこし」を放映。 
　事実と実話ドラマ
化の内容の違いと
は？ 

『ナポレオンの村』 
全7話。第１話（69
分）「この村に不可
能はない！ 消滅寸
前の限界集落でスー
パー公務員が奇跡の
村おこし」を放映。
　事実と実話ドラマ
化の内容の違いと
は？ 

『ナポレオンの村』 『百瀬、こっちを向いて。』 
【講演関連作品紹介】 

2014年作品（108分）。出演：早見
あかり、向井理ら。原作：中田永一
『百瀬、こっちを向いて。』（祥伝社
刊）。企画制作：ROBOT。大ヒット
作品『ALWAYS三丁目の夕日』等を
手掛ける。 
　 恋には、美しさ、残酷さ、切なさ、
憂いが潜んでいる。嘘で始まった2人
の恋の行方は―。 

メディアコミュニケーション学部
マス・コミュニケーション学科主催講演会

「自治体のメディア戦略」

た
め
、
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
献

上
し
、
神
子
原
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
成
功
し
た
経
歴
を
持
つ
。

　
「
お
前
の
や
り
方
は
組
織
的

じ
ゃ
な
い
と
よ
く
批
判
さ
れ
て

い
た
。
組
織
だ
け
残
っ
て
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
が
い
な
く
な
る
。
こ

う
い
っ
た
考
え
が
今
の
日
本
を

壊
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
メ

デ
ィ
ア
戦
略
が
重
要
で
あ
る
」

と
組
織
か
ら
嫌
わ
れ
よ
う
と
も

住
民
と
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢

の
重
要
性
を
示
し
た
。
内
向
き

な
自
己
保
身
で
は
な
く
、
問
題

解
決
を
第
一
義
に
す
る
こ
と
が

大
事
な
の
だ
。

　

一
方
、
民
間
企
業
で
営
業
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
経
験
し
て

い
る
河
尻
さ
ん

も
、
映
画
『
百

瀬
、
こ
っ
ち
向

い
て
』
の
ロ
ケ

地
記
念
で
企
画

し
た
「
恋
届
」

で
苦
労
し
て
い

る
。
婚
姻
届
け

と
酷
似
し
て
い

た
た
め
、
市
役

所
内
で
の
調
整

が
た
い
へ
ん

だ
っ
た
と
、
高

野
さ
ん
に
共
感

し
て
い
た
。
ほ

か
に
も
、
首
都

圏
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た

「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。」

の
Ｐ
Ｒ
、
年
間
数
十
万
人
を
集

客
し
た
「
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
を

手
掛
け
て
き
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
と
上
手
に
付
き
合

う
２
人
だ
が
、
最
初
は
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
す
る
の
に
苦
戦
し
た

と
い
う
。

　

高
野
さ
ん
は
、「
頭
の
中
で

最
初
に
描
い
た
の
は
、
世
界
に

広
げ
る
と
い
う
こ
と
。
日
本
人

は
、
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
そ
の

人
を
過
小
評
価
す
る
の
が
く

せ
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、

で
き
る
だ
け
遠
く
の
人
に
評
価

し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
。
そ
れ

を
や
り
続
け
る
た
め
に
、
メ

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
の
「
日
曜
劇
場
」
で
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
高
野
誠
鮮
さ
ん

デ
ィ
ア
を
使
う
こ
と
を
意
識
し

て
い
た
」
と
国
民
性
を
捉
え
な

が
ら
戦
略
を
考
え
て
い
た
こ
と

を
明
か
し
た
。

　

河
尻
さ
ん
は
「
メ
デ
ィ
ア
リ

リ
ー
ス
は
結
構
ラ
ブ
レ
タ
ー
と

一
緒
。
流
山
市
に
興
味
の
な
い

人
に
い
き
な
り
文
章
を
送
っ
て

も
読
ま
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
や
り
方
を
変
え
る
の
が

大
事
」
と
メ
デ
ィ
ア
ご
と
に
発

信
の
仕
方
に
工
夫
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
使
う
仕
事
は
、

自
分
で
企
画
で
き
る
、
自
分
ら

し
さ
で
解
決
で
き
る
。
反
応
も

リ
ア
ル
。
そ
れ
が
楽
し
い
と
口

を
揃
え
て
言
う
。


